
【構想の概要】

ʰ世界の持続的な発展に向けた創造的提Ҋʙ国際社会に向けたग़Ӣからの発৴ʙʱをテーマに、「社会」「自વ」
「ͻと」のࡾつの切りޱからアプローチする。質の高い英語教育・教養教育による「自立」したݸ人の能力育成
と、海外の高校生との意見交等「協働」的な学習により、「地域・社会の核となるグローバル・リーダー」を
育成する。

「自立」と「協働」によΓ、地Ҭ・社会の֩と
ͳるグローバル・リーダーの育成
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○ỗ用的⬟ຊ（ㄽ理的ᛮ⪃ຊ、国際♫会に㏻用する䝁ミ䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁⬟ຊな䛹）
○生ま䜜⫱䛳た地域䜔国際♫会に関する、ᖜᗈ䛟、῝䛔教㣴

䛂⮬❧䛃した
ಶ人の⫱ᡂ

者䛸の䛂༠ാ䛃
○᪂たな౯್ある䜒ののฟ
○国際♫会に発ಙで䛝る人ᮦの⫱ᡂ

国際政治・経済ゼミ

䛄ୡ⏺の国䚻が関䜟䜚、
ᨭ䛘ྜ䛖、ᣢ⥆的なᖹ♫会の

ᵓ⠏にྥ䛡䛶䛅
・地域䛛䜙ୡ⏺に発ಙするグ䝻ー
バル業の活動
・䠥Ｃ䠰を活用した地域間㐃ᦠ
・グ䝻ーバル経済ୗでの地域♫会
の生

䛂♫ 会䛃

環境・䜶䝛ル䜼ー・食農ゼミ

䛄ୡ⏺の人䚻のᣢ⥆的な
ᬽ䜙しをᨭ䛘る、
環境・䜶䝛ル䜼ー・食農の䛣䜜䛛䜙䛅
・グ䝻ーバル経済ୗに䛚䛡る有ᶵ᱂
ᇵな䛹地域農業のあ䜚᪉
・ཎᏊຊ発㟁の後䛸生ྍ⬟䜶䝛
ル䜼ーのྍ⬟ᛶ

䛂⮬ ↛䛃 䛂䜂 䛸䛃

地域文化・多文化共生ゼミ

䛄多文化の୰に生䛝る人間䛸、
多文化共生のඛにぢ䛘る

ᣢ⥆的な共Ꮡ♫会䛅
・生ま䜜⫱䛳た地域のṔྐ・ఏ⤫文
化䜔⩦
・䛭䜜䛮䜜の地域が⫱䜣で䛝た地域
≉ᛶ
・┿の多文化共生䛸はఱ䛛

ୡ⏺のᣢ⥆的な発ᒎにྥ䛡た㐀的ᥦ䡚国際♫会にྥ䛡たฟ㞼䛛䜙の発ಙ䡚

地域・♫会の᰾䛸なるグ䝻ーバル・䝸ー䝎ーの⫱ᡂ
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○⮬ศ䛸は␗なるពぢをᢈุ的に
ホ౯するຊ
○䝕䜱ス䜹䝑䝅䝵䞁を㏻し䛶༠ྠ的に
ពᛮỴᐃし䛶䛔䛟㧗ᗘな䝕䜱䝧ートຊ

・䝕䜱䝧ート₇⩦（୍部は英語による）
・英会ヰ部の活動のᐇ
・ྛ✀䝁䞁クール、䝁䞁䝔ストへのཧຍ

○多ᵝな⫼ᬒをᣢ䛴人≀のពぢをཷ
䛡ධ䜜る䛸共に、⮬䜙の⪃䛘をఏ䛘、
相ᡭの❧ሙに❧䛳䛶理ゎするጼໃ

・ᾏ外研ಟ（課題研究のᡂᯝ発表）
・㧗ᗘな英語䝁ミ䝳䝙䜿ー䝅䝵䞁⬟ຊを
⫱ᡂするた䜑のྲྀ組
・᪉ྥ㏻ಙ䝅ス䝔䝮を用䛔たὶ
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 Ҭ・社会のリーμーとしてݙߩで͖る
グローバルਓࡐの育成を目指して
本校では平成 26 年度から表題の構想を掲げて研

究に取り組んできた。構想中に挙げる「リーダー」、
「人材」を本校では次のように定義している。
・「グローバル人材」ʵٸに発展するグローバル

化社会をたくましく、しなやかに生き抜く人材。
・「地域・社会のリーダー」ʵ地元地域が抱えてい

る課題（人口減少・過ૄ化への対応、外国人増加
に伴う多文化共生社会の構築、など）の解決を、
国際的な視点で考えることのできる人材
このような人材を育成するため、本校ではこれま

での「知識習得型」に極端に偏る学びから٫し、
新たな出Ӣ高校の「学びのスタイル」を確立すべく、
研究を進めてきた。この新たな「学びのスタイル」
を以下のように定めている。
①協働的な学習
・教えあい、学びあいによる「新たな価値あるも

の」の創造
・地域、国際社会への発信
②客観的根拠に基づく思考
・論理的に考える（Logical Thinking）
・多角的・多面的に考える（Critical Thinking）
・事実に基づいて考える（Data - based Thinking）

このような「学びのスタイル」の確立を目指し、
本校では事項に挙げる形で 3 年間の取組を進めてい
る。

ग़Ӣ高校 SGH ʗ高校 3 年間の取組

本校ＳＧＨ 3 年間を図表化したのが以下である。
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本校はＳＧＨに加えてＳＳＨの指定も受けている。
普通科と理数科を設置しているが、そのうち普通科
でＳＧＨの取組を行っている。1 年次は普通科 7 ク
ラス全員を、2 ～ 3 年次は普通科文系（3 ～ 4 クラ
ス）を対象としている。

1 年次におけるＳＧＨの中心的な取組としては、
教育課程上の特例により、科目「現代社会」の授業
時数の一部を減じて、「ＳＧベーシックセミナー」
を行っていることである。このセミナーでは、「国
際的な社会課題についての関心を高め、主体的・積
極的に学習する態度を養う」こと、「生まれ育った
地域や国際社会に関する、幅広く、深い知識を身に
付けさせる」こと、「第 2 学年で取り組む課題研究
に向けた動機づけを行うとともに、研究テーマ設定
のための基礎となる知識の定着を図る」ことを目的
とし、大学教員や地域人材を講師として講義や
フィールドワークを行っている。以下に示すとおり、
生徒からの評価も高い。限られた時間ではあるが、
このようなセミナーを 1 年次に行うことは探究的な
学習を進める上で非常に有用であると考えている。

 ୠ嵣ভ峘嵒嵤崨嵤峒峁峐൴峑岷峵ٹ
崘嵕嵤崸嵓য౫峘ਛ峼৯峁峐  
ᮏᰯ࡛ࡣᖹᡂ㸰㸴ᖺᗘࡽ⾲㢟ࡢᵓࢆᥖ࡚ࡆ◊

࣮ࢲ࣮ࣜࠕࡿࡆᣲᵓ୰ࠋࡓࡁ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ✲ ࠊࠖ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⩏ᐃ࠺ࡼࡢḟࡣᮏᰯ࡛ࢆேᮦࠖࠕ

ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡿࡍⓎᒎ㏿ேᮦࠖ㸫ᛴࣝࣂ࣮ࣟࢢࠕ࣭

♫ࡁ⏕ࡸ࡞ࡋࠊࡃࡋࡲࡃࡓࢆᢤࡃேᮦࠋ 

ࡿ࠸࡚࠼ᢪࡀ㸫ᆅඖᆅᇦ࣮ࠖࢲ࣮ࣜࡢᆅᇦ࣭♫ࠕ࣭

ㄢ㢟㸦ேཱྀῶᑡ࣭ 㐣ࡢᑐᛂࠊእᅜேቑຍక

ᅜ㝿ⓗࠊࢆゎỴࡢ㸧࡞ࠊᵓ⠏ࡢከᩥඹ⏕♫࠺

 ேᮦࡿࡁ࡛ࡢࡇࡿ࠼⪄どⅬ࡛࡞

ࡲࢀࡇࡣᮏᰯ࡛ࠊࡵࡓࡿࡍᡂ⫱ࢆேᮦ࡞࠺ࡼࡢࡇ

㆑⩦ᚓᆺ▱ࠕࡢ࡛ ᪂ࠊࡋ༷⬺ࡽࡧᏛࡿ೫➃ᴟࠖ

ࣝࢱࢫࡢࡧᏛࠕࡢฟ㞼㧗ᰯ࡞ࡓ ◊ࠊࡃࡍ❧☜ࠖࢆ

ࣝࢱࢫࡢࡧᏛࠕ࡞ࡓ᪂ࡢࡇࠋࡓࡁ࡚ࡵ㐍ࢆ✲ ௨ࠖࢆ

ୗ࠺ࡼࡢᐃࠋࡿ࠸࡚ࡵ 

ձ༠ാⓗ࡞Ꮫ⩦ 

ᩍ࣭ࠊ࠸࠶࠼Ꮫࠕࡿࡼ࠸࠶ࡧ᪂࡞ࡓ౯್ࡢࡶࡿ࠶  ࠖ   

 㐀ࡢ

࣭ᆅᇦࠊᅜ㝿♫ࡢⓎಙ 

ղᐈほⓗ᰿ᣐᇶ࡙ࡃᛮ⪃ 

࣭ㄽ⌮ⓗࡿ࠼⪄㸦/RJLFDO 7KLQNLQJ㸧 

࣭ከゅⓗ࣭ከ㠃ⓗࡿ࠼⪄㸦&ULWLFDO 7KLQNLQJ㸧 

࣭ᐇᇶ࡙ࡿ࠼⪄࡚࠸㸦'DWD�EDVHG 7KLQNLQJ㸧 

ࣝࢱࢫࡢࡧᏛࠕ࡞࠺ࡼࡢࡇ  ᮏࠊࡋᣦ┠ࢆ❧☜ࡢࠖ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡵ㐍ࢆ⤌ྲྀࡢᙧ࡛㸱ᖺ㛫ࡿࡆᣲ㡯ࡣ࡛ᰯ

 

ল์ৈૅٹ ফ峘گৈૅط+*6  ੌ

 ᮏᰯ㹑㹅㹆㸱ᖺ㛫ࢆᅗ⾲ࡀࡢࡓࡋ௨ୗ࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᮏᰯࡣ㹑㹅㹆ຍ࡚࠼㹑㹑㹆ࡢᣦᐃࠋࡿ࠸࡚ࡅཷࡶ

ᬑ㏻⛉ࢆ⛉ᩘ⌮タ⨨ࡕ࠺ࡢࡑࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋᬑ㏻⛉

࡛㹑㹅㹆ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ⤌ྲྀࡢ㸯ᖺḟࡣᬑ㏻⛉㸵ࢡ

㸧ࢫࣛࢡᬑ㏻⛉ᩥ⣔㸦㸱㹼㸲ࡣ㸰㹼㸱ᖺḟࠊࢆဨࢫࣛ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ㇟ᑐࢆ

㸯ᖺḟࡿࡅ࠾㹑㹅㹆ࡢ୰ᚰⓗࠊࡣ࡚ࡋ⤌ྲྀ࡞

ᩍ⫱ㄢ⛬ୖࡢ≉ࠕ┠⛉ࠊࡾࡼ⌧௦♫ ᤵᴗࡢࠖ

⾜ࢆ࣮ࠖࢼ࣑ࢭࢡࢵࢩ࣮࣋㹑㹅ࠕࠊ࡚ࡌῶࢆ㒊୍ࡢᩘ

࡞ᅜ㝿ⓗࠕࠊࡣ࡛࣮ࢼ࣑ࢭࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡇࡿ࠸࡚ࡗ

♫ㄢ㢟ࡢ࡚࠸ࡘ㛵ᚰࢆ㧗ࠊࡵయⓗ࣭ ✚ᴟⓗᏛ

ᅜ㝿ࡸᆅᇦࡓࡗ⫱ࢀࡲ⏕ࠕࠊࡇࠖ࠺㣴ࢆែᗘࡿࡍ⩦

♫㛵ࠊࡿࡍᖜᗈࠊ̔̀ࡃ ࠖࡿࡏࡉࡅ㌟ࢆ㆑▱࠸

ᶵ࡙ືࡓࡅྥ✲◊ㄢ㢟ࡴ⤌ࡾ㸰Ꮫᖺ࡛ྲྀ➨ࠕࠊࡇ

♏ᇶࡢࡵࡓࡢタᐃ࣐࣮ࢸ✲◊ࠊࡶ࠺⾜ࢆࡅ

ࡿᅗࢆ╔ᐃࡢ㆑▱ࡿ࡞ ࡸᏛᩍဨࠊࡋⓗ┠ࢆࡇࠖ

ᆅᇦேᮦࢆㅮᖌ࡚ࡋㅮ⩏ࢆࢡ࣮࣡ࢻ࣮ࣝࣇࡸ⾜

ࠋ࠸㧗ࡶホ౯ࡢࡽᚐ⏕ࠊࡾ࠾ࡍ♧௨ୗࠋࡿ࠸࡚ࡗ

㝈ࡓࢀࡽ㛫࡛ࢆ࣮ࢼ࣑ࢭ࡞࠺ࡼࡢࡇࠊࡀࡿ࠶ࡣ㸯

ᖺḟࡣࡇ࠺⾜᥈✲ⓗ࡞Ꮫ⩦ࢆ㐍࡛ୖࡿࡵ㠀ᖖ

᭷⏝࡛ࠋࡿ࠸࡚࠼⪄ࡿ࠶ 

 

 

 

 

 

 

ㅮཷࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ㹑㹑㹆ࡀဨࡣ㸯ᖺḟࠊࡓࡲ

ࡅ╔㌟ࢆᏛⓗ⣲㣴⛉࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡢࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋ

ࡿࡵ㐍ࢆ࣒ࣛࢢࣟࣉ㹑㹅㹆ࡢ㸰ᖺḟ௨㝆ࠊࡣࡇࡿ

 ࠋࡿ࠶᭷ຠ࡛ࡶ࡛࠼࠺

㸰ᖺḟࡣࡽᬑ㏻⛉ᩥ⣔ࢆᑐ㇟࡚ࡋ㹑㹅㹆ࣟࣉ

ࢆ✲◊ᖺ㛫㸰༢࡛ㄢ㢟ࡣ㸰ᖺḟࠋ࠺⾜ࢆ࣒ࣛࢢ

㐍ࠊࡵẖᖺ㸰᭶ࡣᡂᯝⓎ⾲ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

㸱ᖺḟࡣ㸰ᖺḟࡢࡽ⮬ࠊࡶࢆ✲◊ࡓࡗ⾜

ฟ㞼ᕷࡀᚐ⏕ࡢ⣙༙ᩘࡣ㸵᭶ᮎࠋࡿࡍⓎಙࢆ࠼⪄

ᙺᡤࢆゼࠊࢀᕷ㛗ࡸᕷࡢ⫋ဨᨻ⟇ᥦゝࠋ࠺⾜ࢆṧࡾ

⏕Ꮫ␃ࡸእᅜேᩍဨࠊࡋゼၥࢆᓥ᰿Ꮫࡣᩘ༙ࡢ

ᑐ࡚ࡋⱥㄒࠋ࠺⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉࡿࡼ㸱ᖺ

ḟࢆ࣮ࣝࢦ࡞࠺ࡼࡢࡇタᐃࠊ࡛ࡇࡿࡍ㸰ᖺḟࡢ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡴ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋࡇࡢศ⮬ࡶ✲◊

 
 

0% 50% 100%

��年度（平均����）

��年度（平均����）

��年度（平均����）

��年度（平均����）

࣭⯆࡚࠸ࡘㄢ㢟♫࡞ᅜ㝿ⓗࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ࣮ࢼ࣑ࢭ

㛵ᚰࢆ㧗ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿࡵ
5

4

3

2

1

ͤ⏕ᚐࡾࡼࢺ࣮ࢣࣥᢤ⢋ࠋ㸳ẁ㝵ホ౯࡛ࠊ㸳᭱ࡀ㧗 

 
また、1 年次には全員がＳＳＨプログラムを受講

している。このプログラムで科学的素養を身に着け
ることは、2 年次以降のＳＧＨプログラムを進める
うえでも有効である。

2 年次からは普通科文系を対象としてＳＧＨプロ
グラムを行う。2 年次には年間 2 単位で課題研究を
進め、毎年 2 月には成果発表会を行っている。

3 年次には 2 年次に行った研究をもとに、自らの
考えを発信する。7 月末には約半数の生徒が出Ӣ市
役所を訪れ、市長や市の職員へ政策提言を行う。残
りの半数は島根大学を訪問し、外国人教員や留学生
に対して英語によるプレゼンテーションを行う。3
年次にこのようなゴールを設定することで、2 年次
の研究にも自分のこととして取り組むことができる。
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課題研究の指導体制

本校ＳＧＨプログラムの中心となるのが 2 年次の
課題研究である。本校ではすべての生徒に指導を行
う上で、「全校指導体制」と「複数の教員が関わる
多角的・多面的な指導体制」を行うこととした。以
下が本校での全校指導体制を模式化したものである。
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ゼミ主担当教員
指導情報共有

大学教員大学教員等

アドバイザアドバイザ教員
研究内容指導（課外指導）

クラスクラス副担任
研究進捗管理等（課内指導）  

指導教員等 役割

クラス副担任
（授業担当）

・クラスの課題研究の進捗管理
・研究活動の全般的な相談窓口

ゼミ主担当教員
・ゼミ別講義、ゼミ別発表会等の運営
・研究活動・内容に関する大学教員へのメール等による相談

アドバイザ教員
・担当するグループの研究活動・内容に関する放課後等を利
用した指導

外国人教員
・研究活動・内容に関する指導
・研究レポートの英語表記に関する指導

外部指導教員
（大学教員等）

・研究活動・内容に関するメール等（または直接）による指導
・ゼミ別講義、ゼミ別発表会での指導・助言

大学院生等 ・担当するグループの研究活動・内容に関するピア・サポート

※赤字の教員等が、課題研究の時間に常時生徒の直接指導にあたる指導者  

国際政
治・経済
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【Ａ組】（�ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 【Ｂ組】（�ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 【Ｃ組】（�ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

クラス副担任
外国人教員

ゼミ主担当
教員
大学教員等

●：グループ
○：アドバイザ教員
△：大学院生等

ゼミ主担当
教員
大学教員等

ゼミ主担当
教員
大学教員等
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●
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クラス副担任
外国人教員

クラス副担任
外国人教員

 

ポートフォリオファイル

 

本校では班ごとによるグループ研究とし、授業内
でクラス副担任が指導をする。各班の進捗状況等を
見て指導することはできるが、クラスあたり 8 班程
度の研究のࡉ部まで指導することは難しい。そのた
め、各班にアドバイザ教員がつき、課外で研究の仕
方等について指導をする。アドバイザ教員は原ଇと
してすべての教員が務める。そのため、教員一人あ
たり 1 班から 2 班の指導をすることとなり、ࡉかい
点まで指導が可能である。また、外部指導者との連
絡はゼミ主担当教員が行う。専門的なことなど、ア
ドバイザ教員だけで指導することが難しい場合には、
ゼミ主担当教員を通じて外部指導者に連絡をとる。
連絡を受けた外部指導者はメールによる指導や助言
を行ったり、必要に応じて本校を訪問し、生徒を直
接指導したりする。これに外国人教員と大学院生等
が加わり、以下の表に示す指導体制となる。
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アドバイザ教員
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クラス副担任
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指導教員等 役割
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・担当するグループの研究活動・内容に関する放課後等を利
用した指導

外国人教員
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・研究レポートの英語表記に関する指導
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・研究活動・内容に関するメール等（または直接）による指導
・ゼミ別講義、ゼミ別発表会での指導・助言

大学院生等 ・担当するグループの研究活動・内容に関するピア・サポート

※赤字の教員等が、課題研究の時間に常時生徒の直接指導にあたる指導者  
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ポートフォリオファイル

 

このような指導体制をとることで、生徒は多様な
人材から指導を受けることができる。以下は指導者
がいかに各生徒に関わるかを示した模式図である。
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ポートフォリオファイル

 

一人の生徒あるいは一つのグループに対して学校
内外の複数の指導者が、それぞれの専門性を生かし
た異なる角度から指導することで、本校の指導で目
指している「多角的・多面的な思考」の育成につな
がっており、「出Ӣモデル」の指導方法が確立され
たものと考えている。

もちろん、このような全校体制での指導を進める
ためには、指導者間の共通理解が必要である。その
ため、本校では独自のテキストを開発し、生徒・指
導者に配布している。これにより、同じ目線にたっ
て指導をすることができる。

また、このような指導体制は多面的な評価にもつ
ながる。大学教員と共同開発をしたルーブリックを
活用し、複数の指導者が多面的に生徒の活動等を評
価している。また、評価の一部として開発したポー
トフォリオをファイルにし、生徒と課外で指導する
アドバイザ教員等の連絡をとっている。このファイ
ルによって、生徒は自己の振り返りができ、指導者
は生徒の活動を把握して評価するとともに、必要な
指示等を行うことができる。
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ゼミ主担当教員
指導情報共有

大学教員等

アドバイザ教員
研究内容指導（課外指導）

クラス副担任
研究進捗管理等（課内指導）  

指導教員等 役割

クラス副担任
（授業担当）

・クラスの課題研究の進捗管理
・研究活動の全般的な相談窓口

ゼミ主担当教員
・ゼミ別講義、ゼミ別発表会等の運営
・研究活動・内容に関する大学教員へのメール等による相談

アドバイザ教員
・担当するグループの研究活動・内容に関する放課後等を利
用した指導

外国人教員
・研究活動・内容に関する指導
・研究レポートの英語表記に関する指導

外部指導教員
（大学教員等）

・研究活動・内容に関するメール等（または直接）による指導
・ゼミ別講義、ゼミ別発表会での指導・助言

大学院生等 ・担当するグループの研究活動・内容に関するピア・サポート

※赤字の教員等が、課題研究の時間に常時生徒の直接指導にあたる指導者  

国際政
治・経済
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͜Εまでの主な成果

これまでの 4 年間を通じての主な成果として、以
下のようなものが挙げられる。
①出Ӣ高校の「学びのスタイル」（協働的な学習、

客観的根拠に基づく思考）（多面的指導体制）の
確立

②生まれ育った地域や国際社会が抱える諸課題につ
いての興味・関心の醸成

③将来のグローバル・リーダーとして、地元や国際
社会のために貢献すべきだという使命感や留学等
を含めた国際社会での活躍を求める意識の醸成

④情報モラルを基盤とした情報収集・活用能力育成
⑤英語コミュニケーション能力向上への意識の醸成

と 4 技能バランスのとれた能力の育成
⑥高大連携の推進
⑦グローバル人材育成に関する、保護者をはじめと

した地域全体の理解の醸成
⑧公的機関から表彰された生徒数等の増加
ᶋプレゼンテーション能力の育成

これらについては、各年度末に本校から各指定校
等へ配布している報告書にৄしく記載しているので、
そちらをご参照いただきたい。

また、自ら主体的に研究に取り組み、社会へؐ元
しようという意識も高まりつつある。実験やフィー
ルドワーク、アンケートやインタビュー等を行うこ
とで、より客観的なデータを集めて研究を進めよう
とする班が増えてきた。また、学校で準備した発表
の機会だけでなく、地域の NPO と協力してイベン
トに参加するなど、行動を起こす者も増えてきた。
これらの主体的な行動はまだ限定的であるが、より
多くの生徒の行動へとつながるよう、研究を進めた
い。

新ͨな取組

最後に、ここ最近の新たな取組について記載する。
①課題研究と他教科との結びつき

課題研究を意識した既存教科の展開が進みつつあ
る。例えば課題研究と教科「家庭」におけるホーム
プロジェクトの連携、学校設定科目での「論理性の
育成」と教科「国語」の連携などである。また、学
校設定科目内で日本語による「ディベート演習」を
行っているが、教科「外国語」でもこれまで英語
ディベート指導を行ってきた。「外国語」における
英語ディベートで扱うテーマはこれまであまり客観
性や根拠を重視していなかったが、日本語「ディ
ベート演習」の取組も参考にし、これまで以上に調
べた資料、根拠に基づく、論理的な展開を重視した
内容へと発展してきた。
②教科のＳＧ化

先に述べたように、課題研究において出Ӣ高校の
「学びのスタイル」が確立された。各教科でもこの
実践を目指す取組を進めてきたが、平成 29 年度に
新たに全教室にプロジェクタを設置し、ＩＣＴ機器
を活用しながら一教科のＳＧ化を進めようとして
いる。

平成 30 年 3 月にとったアンケートでは、約 64％
の教員がＩＣＴ機器を活用した、と回答した。国語、
外国語に限れば、前者で 80％、後者で 91％の教員
が活用していた。ＩＣＴ機器の活用をすることに
よって、直接的に機器を活用して「協働的な学習」
や「多面的な評価」が進むだけでなく、事項の説明
等にかかる時間を短縮させ、その分生徒の活動時間
を増やすことができる、といった効果もある。

紙面の都合によりここまでとするが、今後も新た
な取組を進め、他の学校等へもؐ元したい。
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௨ࠊ࡚ࡋᡂᯝ࡞ࡢ࡚ࡌ㏻ࢆ㸲ᖺ㛫ࡢ࡛ࡲࢀࡇ

ୗࡀࡢࡶ࡞࠺ࡼࡢᣲࠋࡿࢀࡽࡆ 

ձฟ㞼㧗ᰯࠕࡢᏛࣝࢱࢫࡢࡧ 㸦ࠖ༠ാⓗ࡞Ꮫ⩦ࠊᐈ

ほⓗ᰿ᣐᇶ࡙ࡃᛮ⪃㸧㸦ከ㠃ⓗᣦᑟయไ㸧ࡢ☜❧ 

ղ⏕ࡓࡗ⫱ࢀࡲᆅᇦࡸᅜ㝿♫ࡀᢪࡿ࠼ㅖㄢ㢟ࡘ

 㔊ᡂࡢ࣭㛵ᚰ⯆ࡢ࡚࠸

ճᑗ᮶࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢࡢ ♫ᅜ㝿ࡸᆅඖࠊ࡚ࡋ࣮ࢲ࣮ࣜ

ࡵࡓࡢ㈉⊩࠺࠸ࡔࡁࡍឤࡸ␃Ꮫ➼ࢆ

 㔊ᡂࡢព㆑ࡿࡵồࢆά㌍ࡢᅜ㝿♫࡛ࡓࡵྵ

մሗࣔࣛࣝࢆᇶ┙ࡓࡋሗ㞟࣭ά⏝⬟ຊ⫱ᡂ 

յⱥㄒࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⬟ຊྥୖࡢព㆑ࡢ㔊ᡂ

 ᡂ⫱ࡢຊ⬟ࡓࢀࡢࢫࣥࣛࣂ⬟㸲ᢏ

ն㧗㐃ᦠࡢ᥎㐍 

շࣝࣂ࣮ࣟࢢேᮦ⫱ᡂ㛵ࠊࡿࡍಖㆤ⪅ࡵࡌࡣࢆ

 㔊ᡂࡢゎ⌮ࡢᆅᇦయࡓࡋ

ոබⓗᶵ㛵ࡽ⾲ᙲࡓࢀࡉ⏕ᚐᩘ➼ࡢቑຍ 

չࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ⬟ຊࡢ⫱ᡂ 

ᣦᐃᰯྛࡽᮏᰯᖺᗘᮎྛࠊࡣ࡚࠸ࡘࡽࢀࡇ 

ࠊ࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋグ㍕ࡃࡋヲሗ࿌᭩ࡿ࠸࡚ࡋ㓄ᕸ➼

 ࠋ࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸↷ཧࡈࢆࡽࡕࡑ

ࡋ㑏ඖ♫ࠊࡳ⤌ࡾྲྀ✲◊యⓗࡽ⮬ࠊࡓࡲ 

࣮ࣝࣇࡸᐇ㦂ࠋࡿ࠶ࡘࡘࡾࡲ㧗ࡶព㆑࠺࠸࠺ࡼ

ࡇ࠺⾜ࢆ➼࣮ࣗࣅࢱࣥࡸࢺ࣮ࢣࣥࠊࢡ࣮࣡ࢻ

࠺ࡼࡵ㐍ࢆ✲◊࡚ࡵ㞟ࢆࢱ࣮ࢹ࡞ᐈほⓗࡾࡼࠊ࡛

ᶵࡢ⾲ⓎࡓࡋᏛᰯ࡛‽ഛࠊࡓࡲࠋࡓࡁ࡚࠼ቑࡀ⌜ࡿࡍ

ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᆅᇦࡢ NPO ཧࢺ࡚ࣥ࣋ࡋ༠ຊ

ຍࢆື⾜ࠊ࡞ࡿࡍ㉳ࡶ⪅ࡍࡇቑࡢࡽࢀࡇࠋࡓࡁ࡚࠼

యⓗࡔࡲࡣື⾜࡞㝈ᐃⓗ࡛ࡾࡼࠊࡀࡿ࠶ከࡢࡃ⏕

ᚐࢆ✲◊ࠊ࠺ࡼࡿࡀ࡞ࡘື⾜ࡢ㐍ࠋ࠸ࡓࡵ 
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᭱ᚋ᭱ࡇࡇࠊ㏆ࡢ᪂࡚࠸ࡘ⤌ྲྀ࡞ࡓグ㍕ࠋࡿࡍ 

ձㄢ㢟◊✲ᩍ⛉ࡁࡘࡧ⤖ࡢ 

 ㄢ㢟◊✲ࢆព㆑ࡓࡋ᪤Ꮡᩍ⛉ࡢᒎ㛤ࡀ㐍࠶ࡘࡘࡳ

ᐙᗞࠕ⛉ᩍ✲◊ㄢ㢟ࡤ࠼ࠋࡿ ࣉ࣒࣮࣍ࡿࡅ࠾ࠖ

ᡂࠖ⫱ࡢㄽ⌮ᛶࠕࡢ࡛┠⛉Ꮫᰯタᐃࠊ㐃ᦠࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟ

ᅜㄒࠕ⛉ᩍ ⛉Ꮫᰯタᐃࠊࡓࡲࠋࡿ࠶࡛࡞㐃ᦠࡢࠖ

┠ෆ࡛᪥ᮏㄒ₇ࢺ࣮࣋ࢹࠕࡿࡼ⩦ ࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࠖࢆ

እᅜㄒ࡛ࠖࠕ⛉ᩍࠊࡀ ᣦᑟࢺ࣮࣋ࢹⱥㄒ࡛ࡲࢀࡇࡶ

࡛ࢺ࣮࣋ࢹⱥㄒࡿࡅ࠾እᅜㄒࠖࠕࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ

ࡋ㔜どࢆ᰿ᣐࡸᐈほᛶࡾࡲ࠶࡛ࡲࢀࡇࡣ࣐࣮ࢸ࠺ᢅ

⩦₇ࢺ࣮࣋ࢹࠕ᪥ᮏㄒࠊࡀࡓࡗ࡞࠸࡚ ࡶ⤌ྲྀࡢࠖ

ཧ⪃࡛ࡲࢀࡇࠊࡋ௨ୖㄪࡓ㈨ᩱࠊ᰿ᣐᇶ࡙ࠊࡃ

ㄽ⌮ⓗ࡞ᒎ㛤ࢆ㔜どࡓࡋෆᐜⓎᒎࠋࡓࡁ࡚ࡋ 

ղᩍ⛉ࡢ㹑㹅 

 ඛ㏙ࠊ࠺ࡼࡓㄢ㢟◊✲࡚࠸࠾ฟ㞼㧗ᰯࡢ

ࣝࢱࢫࡢࡧᏛࠕ ࠋྛࡓࢀࡉ❧☜ࡀࠖ ᩍ⛉࡛ࡢࡇࡶᐇ

ࡓ᪂ᖹᡂ29ᖺᗘࠊࡀࡓࡁ࡚ࡵ㐍ࢆ⤌ྲྀࡍᣦ┠ࢆ㊶

άࢆ㹇㹁㹒ᶵჾࠊࡋ⨨タࢆࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉᩍᐊ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࠺ࡼࡵ㐍ࢆ㹑㹅ࡢ⛉ᒙᩍ୍ࡽࡀ࡞ࡋ⏝

ᖹᡂ30ᖺ3᭶ࠊࡣ࡛ࢺ࣮ࢣࣥࡓࡗ⣙64㸣ࡢᩍ

ဨࡀ㹇㹁㹒ᶵჾࢆά⏝ࠊࡓࡋᅇ⟅ࠋࡓࡋᅜㄒࠊእᅜ

ㄒ㝈ࠊࡤࢀ๓⪅࡛80㸣ࠊᚋ⪅࡛91㸣ࡢᩍဨࡀά⏝

┤ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍࢆ⏝άࡢ㹇㹁㹒ᶵჾࠋࡓ࠸࡚ࡋ

᥋ⓗᶵჾࢆά⏝ࡋ ⩦Ꮫ࡞༠ാⓗࠕ࡚ ࡞ከ㠃ⓗࠕࠖࡸ

ホ౯ 㛫ࡿ➼ㄝ᫂ࡢ㡯ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔࡴ㐍ࡀࠖ

ࡀࡇࡍࡸቑࢆάື㛫ࡢศ⏕ᚐࡢࡑࠊࡏࡉ⦰▷ࢆ

 ࠋࡿ࠶ࡶຠᯝࡓࡗ࠸ࠊࡿࡁ࡛
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